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山
武
は
明
治
３９
年
に
設
立
さ
れ
た
歴
史
の

あ
る
企
業
で
、
現
在
は
上
記
「
事
業
内
容
」

の
よ
う
な
業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

山
武
で
は
社
員
た
ち
が
目
指
す
べ
き
姿
と

し
て
次
の
３
点
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

●
仕
事
の
プ
ロ
と
し
て
、
集
団
の
一
員
と
し

て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
協
働
す
る

●
一
流
を
め
ざ
す
強
い
気
持
ち
で
、
挑
戦
し

つ
づ
け
る

●
高
い
志
と
倫
理
観
を
持
ち
、
国
際
感
覚
に

優
れ
て
い
る

　

山
武
の
新
人
採
用
は
会
社
説
明
会
、
適
性

検
査
、
人
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
部
長
面
接
、

役
員
面
接
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
内
定
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

　

採
用
選
考
に
つ
い
て
人
事
部
キ
ャ
リ
ア
開

発
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
馬
場
雅
史
さ
ん

は
「
学
生
時
代
に
何
か
に
打
ち
込
み
達
成
し

た
も
の
が
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
を
き
ち
ん
と

伝
え
ら
れ
る
か
が
選
考
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で

す
。
ま
た
元
気
で
明
る
い
こ
と
も
大
切
で
す

ね
」
と
語
り
ま
す
。

　

新
入
社
員
は
、
人
事
部
付
け
と
し
て
４
月

か
ら
９
月
末
ま
で
６
カ
月
に
わ
た
っ
て
新
人

研
修
を
受
け
ま
す
。
ま
ず
約
１
カ
月
間
、
新

入
社
員
全
員
を
対
象
と
し
た
合
同
研
修
が
行

わ
れ
、
会
社
の
組
織
や
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
そ
の
後
は

事
業
体
ご
と
に
分
か
れ
、
製
品
教
育
、
サ
ー

ビ
ス
教
育
、
営
業
教
育
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
お
客
様
の
現
場
で
実
習
を
行
い
、
自
社
製

品
が
お
客
様
に
ど
の
よ
う
な
価
値
提
供
し
て

い
る
か
を
実
体
験
さ
せ
ま
す
。

　
「
人
事
部
で
は
こ
の
間
、３
回
ほ
ど
の
フ
ォ

ロ
ー
面
談
を
行
い
、
新
人
た
ち
の
悩
み
の
解

消
に
努
め
る
と
と
も
に
、
成
長
度
を
確
認
し

ま
す
。
研
修
を
終
え
た
後
の
新
人
た
ち
は
、

見
違
え
る
ほ
ど
成
長
し
て
い
ま
す
」（
馬
場

さ
ん
）。

　

こ
の
研
修
の
後
、
各
人
の
適
性
を
考
慮
し

て
配
属
が
決
ま
り
ま
す
。
新
人
は
各
部
署
に

配
属
さ
れ
た
後
、
１
年
に
わ
た
り
、
先
輩

社
員
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
を
受
け

ま
す
。
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
た
め
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
教
育
の
指
導
者
を
対
象
と
し
た

研
修
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
属
の
３
カ

月
後
に
は
人
事
部
に
よ
る
面
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
面
談
内
容
は
、
職
場
に
は
話
さ
な

い
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
本
人
の
気
持
ち
や

先
輩
・
上
司
と
の
関
係
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

１
年
目
の
研
修
を
終
え
る
と
、
２
年
目
の
研

修
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
１
年
間
の
成
果

を
確
認
し
、
今
後
の
方
向
性
を
考
え
ま
す
。

　

同
社
で
は
入
社
か
ら
約
１０
年
後
、
３０
歳

前
後
ま
で
に
一
人
前
に
な
る
こ
と
に
研
修
の

目
標
を
置
い
て
い
ま
す
。
一
人
前
の
組
織
人

と
は
、
自
立
的
に
仕
事
を
行
い
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
事
象
に
つ
い
て
も
対
処
で
き
、
他
者

の
話
を
傾
聴
で
き
、
自
分
の
意
見
を
社
内
外

に
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
安
と
し
て

い
ま
す
。
３
年
目
の
研
修
で
は
、
そ
の
た
め

に
２０
歳
代
に
は
何
を
す
る
べ
き
か
に
主
眼
を

置
い
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
す
。

　

山
武
に
は
多
く
の
研
修
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
経
営
環
境
に
応
じ
て
優
先
順
位
を
決

め
、
重
点
的
に
人
材
開
発
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
現
在
優
先
施
策
と
さ
れ
て
い
る
研

修
は
次
の
４
項
目
で
す
。

①
管
理
監
督
者
へ
の
基
礎
教
育
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
職
育
…
職
位
に
応
じ
て
実
務
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学

ぶ
研
修
を
導
入

②
国
際
化
推
進
人
材
の
確
保
・
育
成
…
国
際

化
を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
現
地
法
人
の

強
化
や
海
外
体
験
制
度
の
拡
充
、
英
語
研

修
制
度
の
充
実

③
公
的
資
格
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
語
学
力
取

得
の
促
進
…
従
来
の
制
度
を
拡
充
し
、
よ

り
積
極
的
な
姿
勢
で
資
格
取
得
や
さ
ま

ざ
ま
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
臨
め
る
よ
う

に
す
る

④
階
層
別
研
修
制
度
の
再
開
に
よ
る
基
礎
能

力
向
上
…
業
務
の
基
礎
力
と
な
る
「
問
題

解
決
講
座
」、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研

修
」、「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」、「
中
途

入
社
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
等
級
別
に
実
施

　

こ
の
よ
う
に
同
社
で
は
、
優
先
施
策
が
４

つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
馬
場
さ
ん
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
の
成
果
は
、
や
が
て
部
下
た
ち
に
波

及
し
、
職
場
全
体
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
す
で
に
そ
の
成
果
は
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
に
現
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
個
々

人
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
と
研
修
内
容
を
リ
ン

ク
さ
せ
、
高
い
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
施
策
を
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

　

社
員
の
目
指
す
べ
き
姿
を

具
体
的
に
提
示

わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発わ が 社 の 人 材 開 発

本社所在地：東京都千代田区
事業内容：ビルディングオートメーション事業（建物設備の総合的制御・

管理およびセキュリティシステムの提供など）／アドバンス
オートメーション事業（工場・プラントへの装置設備やソリュー
ション、計装・エンジニアリング、保守サービスの提供など）／
ライフオートメーション事業（ガス・水道などライフラインの計
量・計測システムなどの提供、介護・健康支援サービスなど）

従業員数：5,297人／連結8,220人（平成22年 3月31日現在）

６
カ
月
間
に
わ
た
る
新
人
研
修
で

社
員
と
し
て
の
意
識
を
醸
成

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
を
拡
充
し

組
織
を
活
性
化

きめ細かな新人研修を行うとともに、きめ細かな新人研修を行うとともに、
マネジメント研修に力を入れるマネジメント研修に力を入れる

株式会社山武


